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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月9日(2021.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第1の送信時間間隔(TTI)長および前記第1のTTI長より短い第2のTTI長を利用する通信の
ための構成を確立するステップと、
　前記第2のTTI長と関連付けられるチャネル状態情報(CSI)報告に対するトリガを特定す
るステップであって、前記CSI報告が報告TTIに関連付けられる、ステップと、
　前記CSI報告のための基準リソースを特定するステップであって、前記基準リソースが
、前記第2のTTI長を有するTTIを備え、前記第2のTTI長と関連付けられる報告構成に少な
くとも一部基づいて特定され、前記報告構成が、前記基準リソースが前記報告TTIに先行
するような前記第2のTTI長のTTIの数を備え、前記基準リソースが、前記CSI報告のための
前記報告TTIに少なくとも一部基づいてさらに特定される、ステップと、
　前記基準リソースに少なくとも一部基づいて前記CSI報告を生成するステップと、
　前記報告TTIの間に、前記特定されたトリガに応答して、前記CSI報告を送信するステッ
プとを備える、方法。
【請求項２】
　前記トリガを特定する前記ステップが、前記第1のTTIの中の非定期的なCSI報告トリガ
を備える前記第1のTTI長と関連付けられるダウンリンク制御情報(DCI)メッセージを受信
するステップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　複数のインデックス付けされるエントリを備える非定期的なCSI報告トリガ構成を受信
するステップをさらに備え、前記複数のインデックス付けされるエントリのうちの少なく
とも1つが、前記第2のTTI長のためのCSI報告に対する前記トリガを示し、前記DCIメッセ
ージが、前記複数のインデックス付けされたエントリのうちの1つに対するインデックス
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を備える、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記トリガを特定する前記ステップが、
　非定期的なCSI報告トリガを備える前記第2のTTI長と関連付けられるダウンリンク制御
情報(DCI)メッセージを受信するステップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記第2のTTI長のTTIの第1のセットが第1の数のシンボルを有し、前記第2のTTI長のTTI
の第2のセットが第2の数のシンボルを有し、前記基準リソースに少なくとも一部基づいて
前記CSI報告を生成するステップがさらに、
　TTIの前記第1のセットおよびTTIの前記第2のセットのために前記第1の数のシンボルに
少なくとも一部基づいて前記CSI報告を生成するステップを備える、請求項1に記載の方法
。
【請求項６】
　前記CSI報告を生成する前記ステップが、
　前記基準リソースに基づいて前記第2のTTI長と関連付けられるチャネル品質インジケー
タ(CQI)を決定するステップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　通信のための前記構成が、前記第1のTTI長より短く前記第2のTTI長と異なる第3のTTI長
を利用し、前記CSI報告を生成する前記ステップが、
　前記基準リソースに基づいて前記第3のTTI長と関連付けられる第2のCQIを決定するステ
ップを備える、または、
　前記基準リソースが前記第3のTTI長を有することを決定するステップと、前記基準リソ
ースに先行する前記第2のTTI長を有するTTIへと前記基準リソースを合わせるステップと
を備える、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　CSI処理能力をシグナリングするステップをさらに備え、前記CSI処理能力が、前記第1
のTTI長のためのサポートされるCSI処理の第1の数と、前記第2のTTI長のためのサポート
されるCSI処理の第2の数とを示す、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　報告されていないCSI要求の数がCSI処理能力閾値を超えることを決定するステップと、
　前記報告されていないCSI要求と関連付けられるトリガのタイミング、前記報告されて
いないCSI要求と関連付けられる報告TTIのタイミング、前記報告されていないCSI要求と
関連付けられるTTIの長さ、前記報告されていないCSI要求と関連付けられる複数の構成さ
れたセルのためのそれぞれのセルインデックス、前記報告されていないCSI要求と関連付
けられるそれぞれのトラフィックタイプ、またはこれらの組合せに少なくとも一部基づい
て、前記報告されていないCSI要求を優先順位付けるステップとをさらに備える、請求項1
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記報告されていないCSI要求を優先順位付ける前記ステップが、
　前記報告されていないCSI要求の第1のサブセットに対するCSI測定結果を更新し、前記
報告されていないCSI要求の第2のサブセットに対するCSI測定結果の更新を抑制するステ
ップを備える、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第1のTTI長と関連付けられる物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)のリソース要
素当たりエネルギー(EPRE)と第1の基準信号のEPREとの第1の比と、前記第2のTTI長と関連
付けられるPDSCHのEPREと第2の基準信号のEPREとの第2の比とを特定するステップをさら
に備え、前記CSI報告を生成する前記ステップが前記第2の比に少なくとも一部基づく、請
求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第1のTTI長が第1のトラフィックタイプと関連付けられ、前記第2のTTI長が第2のト
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ラフィックタイプと関連付けられ、前記第2のTTI長と関連付けられる前記CSI報告に対す
る前記トリガを特定する前記ステップが、前記第2のトラフィックタイプと関連付けられ
る非定期的なCSI報告トリガを受信するステップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第1のTTI長に対する非定期的なCSI報告が前記報告TTIのためにスケジューリングさ
れることを決定するステップと、
　前記第2のTTI長に対する前記CSI報告と同時に、前記報告TTIにおいて前記第1のTTI長に
対する前記非定期的なCSI報告を送信するステップとをさらに備える、請求項1に記載の方
法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第1の送信時間間隔(TTI)長および前記第1のTTI長より短い第2のTTI長を介した通信のた
めの構成を確立するための手段と、
　前記第2のTTI長と関連付けられるチャネル状態情報(CSI)報告に対するトリガを特定す
るための手段であって、前記CSI報告が報告TTIに関連付けられる、手段と、
　前記CSI報告のための基準リソースを特定するための手段であって、前記基準リソース
が、前記第2のTTI長を有するTTIを備え、前記第2のTTI長と関連付けられる報告構成に少
なくとも一部基づいて特定され、前記報告構成が、前記基準リソースが前記報告TTIに先
行するような前記第2のTTI長のTTIの数を備え、前記基準リソースが、前記CSI報告のため
の前記報告TTIに少なくとも一部基づいてさらに特定される、手段と、
　前記基準リソースに少なくとも一部基づいて前記CSI報告を生成するための手段と、
　前記報告TTIの間に、前記特定されたトリガに応答して、前記CSI報告を送信するための
手段とを備える、装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって
、前記コードが、プロセッサによって実行可能な命令を備え、前記命令が、実行時に請求
項1～13のいずれか一項に記載の方法をコンピュータに実行させる、非一時的コンピュー
タ可読記憶媒体。
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